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米国聖公会伝道機関誌『スピリット・オブ・ミッショ
ンズ』の立教学院関係記事を収録した資料集第三巻が、第二巻（二〇一〇年）に引き続き公刊された。収められている資料がカバーするのは、一九〇四年から一九一四年、つまり日露戦争から大正デモクラシーが最盛期を迎えた時期に相当する。　
本書の概要については、編纂者の大江氏による簡潔に
して丁寧な解題を読めば十分つかむことができると思われるので、ここでは評者が特に興味深く読んだ資料を中心にレビューを行いた 。いささか偏りのある内容になることをお許しいただければ幸いである。　
資料集成を手に取り、巻頭二五ページに亘って掲載さ
れてい 口絵 ひとつひとつ眺めていた評者は、一枚の写真に目が釘付けになった。それは、中華民国をアメリカが承認したことを祝う会合で撮影さ た立教の中国人
学生と英米招待客、学院関係者の集合写真である【記事
　
no.126　
1913
年
7
月】 。中国人学生たちは、立教学院が
一九〇七年に設立したミッションスクール唯一の留学生教育機関、志成学校に通う留学生である。　
私事で恐縮だが、評者は現在、勤務先である明治学院
の学院史編纂に関わっている。学院発祥の時期を東京一致神学校が設立された一八七七年から ヘボ 塾設立の一八六三年にさかのぼって変更した本 は、二〇一三年に一五〇周年を迎えようとしており、記念出版される一五〇年史の編纂も大詰めの段階に入っている。今回学院史編纂のひとつの特徴は、五 年史、九〇年史、一〇〇年史と、これまで複数回公刊されてきた学院史が必ずしも重きを置いてこなかった、明治学院とアジア、特に朝鮮、台湾、中国と 歴史的関係を意識し いることである。中国キリスト教史を専門とする評者は「東アジアと明治学院」の項目の執筆責任を負うことになた。　
学院と東アジアとの関係を考える際、井深梶之助や植
村正久、あるいは第三代総理田川大吉郎など 院関係者が、アジアのキリスト者、キリスト教教育関係者とどのような交流を持って たのか、さらに彼らがアジアにいかなるまなざしを向けていたのかを考察することは、当然のことながら重要なポイントとなる。さらにそれと並
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んで今回特に注目したのは、アジアからの留学生受け入れ状況であった。　
当初からある程度見通しはついていたのだが、留学生
の出身地や明学の受け入れの実態の調査からはっきりしたのは、明治学院が植民地出身者の留学には比較的積極的であった一方で、中国人留学生 受け入れには熱意を示していなかったこと ある。この姿勢は、中国人留学生のためにわざわざ志成学校を設立した立教学院と、みごとなほど著しい対照をなしてい そもそも米国聖公会が極東伝道の拠点を最初は上海に、ついで武昌に置いたことや、ウィリアムズ主教が中国伝道の経験を積んでから来日したことなどを想起すれば、志成学校の設立も立教だからこそ可能であっ ことに思い至って当然である。多くの在 宣教師 中でも、米国聖公会に属する宣教師たちが日本伝道と中国伝道との連関性にもっとも敏感だったのではないか。資料集成を読む中で評者は この推測があながち的外れ もいえないのではないかという感触を抱い　
志成学校はタッカー名で一九〇七年に設立された（三
月に東京都が設立許可 記事
no.17 、
1906
年
7
月号） 。中
国人の日本留学（いわゆる留日）そのものは一八九六年に始まるが、西欧留学に比べて距離的にも金銭的にも負担が少ない隣国日本で近代文明の基礎を学ばせる方針を
取った清朝政府が日本留学を奨励し、留学生数は急速に増大、一九〇五年にピークに達する。しかし留学生数の急増に見合うだけの教育体制が日本側に整っておらず、急場をしのぐために短期間で必要最低限の科目を履修させる速成科があちこちで設立されたものの、日本語の習得すらおぼつかないまま帰国する学生 続出した タッカーが志成学校の設立を望んだ は、おそらくこうした留学生教育の実態 憂慮し からという面もあったのではないだろうか。事実彼は一九一〇年六月号の報告で志成学校最初の卒業生を送り出したことに触れ、 「この部門では予科的な授 にのみ勤め、少数の科目で適切な訓練を行っています。これは東京にある他の中国人学校と好対照です。それらの大部分 あらゆる種類の過程を仰々しく提供し 学生を引き付けては、ごく短期間学ぶだけでカレッジの完全 学位を与えています」と述べ、さらに第一高等学校 入試で、志成学校卒の留学生が「すべての志願者の中で抜群の成績を挙げ」 「東京に住んでいる中国人の間で大評判に」なったと、粗製乱造を行っている他の留学生教育機関との違 をアピールしている【記事
no.87 】 。
　
このように質的にもきわめて高い留学生教育を行って
いた志成学校には、単なる中国人留学生教育機関以上の、日本における米中交流 拠点としての役割があった
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ように思える。評者が注目した写真が撮影された中華民国成立祝賀晩餐会の記事には、マキムやライフスナイダーが合衆国を代表して祝意を表 、留学生代表が合衆国政府への感謝の念をマキムらに表明している様子が記されている。米国聖公会のミッションスクールに中国人学校が設立されたこと 意味は、ここ もあるともいえるだろう。　
またそれは、米国聖公会の極東アジア伝道に対する
「戦略」ともかかわってくる。志成学校設立に関する記事には、多数の中国人留学生が亡命革命派知識人の影響によって反キリスト教的になり「中 の伝道事業にとって深刻な障壁となる」危険性を避けるため教育機関を設ける「戦略的な重要性」を伝道局が認識し、設立予算を計上したことが記されている。さらに立教学院の大学部設置も、中国伝道とのかかわりの中で語られることすらあった。　
本書が網羅する一一年間の記録には、ウィリアムズ、
ロイドの相次ぐ死去（ 【記
no.92
および
105 】 ） 、タッ
カーの主教就任に伴う総理辞任 、ライフ ナイダー総理の就任（ 【記事
no.106 】 ）と、立教学院の執行体制にも
大きな変動が生じたことが記されているほ 、大学部の設置という一大事業についての記事が数多く含まれている。大学部設置の重要な目的は、日本人 者を育て日
本のキリスト教化を推進することだったが、在華宣教師から見れば、それは中国の福音化を促進することでもあったことが 辛亥革命直後の一九一一年一二月号に掲載された私的な書簡からうかがえる（ 【記事
no.104 】 ） 。
武昌蜂起直前に送られてきたこの手紙で書き手の宣教師は「日本がキリスト教化されたら、中国の伝道の任務は三分の一か半分に軽減される」とし、立教学院の大学設置計画に大きな期待を寄せているのである。　
このほか、資料集成は
Spirit of M
issions の立教関連記
事を網掛けして表示しているが、東アジアの伝道にかかわる動きがしばしばまとめて掲載されるため、その前の記事には中国伝道 関するものがことのほか多いことも付言してお たい。たとえば一九一三年六月号の「神の国の進展」の直前には、孫文に洗礼を施した牧師ヘイガーの非常に興味深い孫文評が見 るし、同年一一には「中 と日本における教会」と題 合同ミッション会議の報告が載っている。
Spirit of M
issions が、立教
学院のみならず東アジア伝道に関する貴重な資料の宝庫であることを改めて思わされ 。　
現在立教学院史資料センターが大江氏を中心に編みつ
つあるこのプロジェクトと同様の試みが、中国で行われているという話は寡聞にして聞かないが、上海の聖約翰大学（
St.Johnʼs U
niversity ）をはじめとする米国聖公会
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系のミッションスクール（教会大学）研究は極めて盛んであり、もちろん
Spirit of M
issions も用いられている。
ここに収められている日中双方の資料をつき合わせれば、さらに豊かな東アジア伝道の姿が鮮明に浮かび上がってくることであろう。
